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【背景・目的】 

当研究室では,感染症等における早期発見や

拡大防止を目標に,持ち運び可能で迅速・簡便

な遺伝子情報計測システムの開発を行ってい

る。計測方法としては蛍光偏光法（以下 FP 法）

を用いており，この方法は蛍光標識を付加し

た DNA 試薬（蛍光標識 DNA）を使用する。

この試薬が計測対象の遺伝子 DNA に対して

二重らせん結合するか否かについて，蛍光偏

光度の値（以下 FP 値）の相違として表す事が

できる。これにより微生物等の遺伝子情報を

特異的に計測可能であるが，多くの市販装置

は大型で現場への持ち運びは困難である。そ

こで我々は装置の小型化に関する研究開発を

行っている。 

【実験方法】 

 開発中の装置について，蛍光励起用光源に

は青色 LED，受光デバイスにはフォトマル，

サンプルセルには円柱状ガラスセル（測定サ

ンプル・試薬量，各々50μL）を用いた。 

試薬（蛍光標識 DNA）の蛍光標識はフルオ

レセインとし，その濃度を 0.5 nM または 1 

nM と設定した。緑膿菌を熱処理し，同菌遺伝

子の特異的領域について非対称 PCR 法により

増幅した。これを測定サンプルとし，蛍光標識

DNA を混合させた。なおこの試薬は緑膿菌に

特異的な塩基配列の DNA に結合するよう既

に設計されたものである。また FP 値の計測は，

蛍光標識試薬のみと判定基準について，また

陰性コントロールとしては，熱処理した緑膿

菌サンプルの代わりに純水を入れたもの，緑

膿菌の代わりに大腸菌または黄色ブドウ球菌

を用いたもの（それぞれ Ec, Sa）について実施

した。なおここで用いる判定基準とは，本研究

FP 法で遺伝子検出の陽性を決める際の参考と

する値である[1]。 

【結果・考察】 

試薬濃度を 1 nM とし,セルアダプタの光透

過孔形状の最適化により,緑膿菌遺伝子増幅産

物の FP 値が判定基準の FP 値より高く得られ,

同菌遺伝子の FP 法による測定が確認された

（図 1）。また緑膿菌の代わりに大腸菌(Ec)ま

たは黄色ブドウ球菌(Sa)のサンプルを用いた

場合は何れも陰性コントロールと同じく低い

FP 値を示した。この結果は，本研究の装置お

よび試薬が三大常在菌の中で緑膿菌のみの遺

伝子を特異的に測定出来ることを示している。

以上より，本研究の蛍光偏光度測定装置の性

能が確認された。今後は本装置のデータ処理

システムについて改良する予定である。 

 
図 1  実験結果（縦軸；FP 値） 
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